
HF＋50MHzオートマチックアンテナチューナー

取扱説明書

AH-4

安全にお使いいただくために、
必ずお読みください。

¡ここに示した注意事項は、使用者および周囲の人への危害
や財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使い

いただくために、守っていただきたい事項を示しています。

¡お読みになったあとは、大切に保管してください。

R危険
下記の記載事項は、これを無視して誤った取

り扱いをすると｢使用者および周囲の人が、死

亡または重傷を負う危険が差し迫って生じる

ことが想定される内容｣を示しています。

¡引火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでくださ
い。

火災、爆発の原因になります。

R警告
下記の記載事項は、これを無視して誤った取

り扱いをすると｢使用者および周囲の人が、死

亡または重傷を負う可能性が想定される内容｣

を示しています。

¡万一、煙が出ている、変なにおいがする、変な音がするな
どの異常状態のまま使用しないでください。

そのまま使用すると､火災、感電、故障の原因になります｡

すぐに接続している無線機の電源スイッチを切り、煙が出

なくなるのを確認してからお買い上げの販売店、または弊

社営業所サービス係に連絡してください。

¡雷鳴が聞こえたときは使用しないでください。
安全のためアンテナに触れないでください。

雷によっては、火災、感電、故障の原因になることがあり

ます。

下記の記載事項は、これを無視して誤った取

り扱いをすると｢人が傷害を負う可能性が想定

される内容、および物的損害だけの発生が想

定される内容｣を示しています。

R注意

¡アンテナを接続しないで送信しないでください。
火災、故障の原因になることがあります。

¡テレビやラジオの近くに設置しないでください。
電波障害を与えたり、受けたりする原因になることがあり

ます。

¡容易に人が触れる場所には設置しないでください。
アンテナ端子は非常に高電圧(数kV)になることがあり、け

が、感電、故障の原因になることがあります。

¡屋上やベランダ(人が出入りするところなどなど)にアンテ
ナやアンテナチューナーを設置する場合は、その高さが人

の歩行その他起居する平面から2.5m以上離して設置してく
ださい。

(電波法施行規則　第3節 安全施設　第22条,第26条参照)

けが、感電、故障の原因になることがあります。

¡トランシーバー本体とAH-4(アンテナを含む)は、できるだ
け離して設置してください。

ノイズや電波障害を受けたりする原因となります。

特　　　　　　長

付　　属　　品

¡広範囲のチューニングレンジ

7m以上のロングワイヤーアンテナで3.5～50MHz帯、または

AＨ-2ｂ（車載用アンテナ）で7～50MHz帯の広い周波数範囲を

すばやく、マッチング（整合）を取ることができます。

¡メモリー機能

マッチング状態を最大45波分メモリーします。

カウンターを内蔵したことにより、同一周波数で運用する場

合は、約1秒でチューニングを取ります。

¡不要電力低減機能

チューン時、アンテナエレメントから放射する電力を約0.3W

に抑え、他局への妨害を極力少なくしています。

¡防水・防塵機構

樹脂成形の防水・耐候・塩害防止構造になっており、アンテ

ナ・マスト、壁など屋外での使用が可能です。
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■50MHz帯の動作機種について
AH-4の50MHz帯のチューニングはIC-706MKˆ、IC-

756、IC-746シリーズに対応しています。

その他の機種(IC-736、IC-706など)では、50MHz帯で
はチューニング操作を受け付けません。

(HF帯はチューニング操作を行います。)

このたびは、AH-4をお買い上げいただきまして、ま
ことにありがとうございます。
AH-4は、アンテナ直下型、防水・防塵機構設計の

HF＋50MHzフルオートマチックアンテナチューナーで
す。
ご使用の際は、この取扱説明書をよく読みいただき、

末長くご愛用くださいますようお願い申しあげます。



取　　付　　方　　法

【ご注意】
M型コネクターは上蓋のコードストッパーを通し、同軸ケー

ブルにハンダ付けしてください。

■設置時のご注意

¡AH-4のアースは、必ずGND端子から接地してください。

AH-4の取り付け金具は、GND端子とは接続されていません

のでアース端子として使用しないでください。(下図参照)

¡トランシーバー本体とAH-4(アンテナを含む)をできるだけ

離して設置してください。

¡同軸やコントロールケーブルの余った束を、トランシーバー

本体またはAH-4のすぐ近くに置かないでください。

¡マイクおよびマイクコードを同軸ケーブルやコントロールケ

ーブルに近づけないでください。

¡AH-4のANT端子を無負荷状態(アンテナを接続していない

状態)では絶対に送信しないでください。

¡送信中、あるいはチューニング中は絶対にアンテナ端子に触

れないでください。特に、容易に人が触れる場所には絶対に

設置しないでください。

1上蓋を外してください。(図1参照)

2コントロールケーブル、同軸ケーブルをコードストッパー

用アダプターとコードストッパーに通してください。

(図1参照)

3M型コネクターを同軸ケーブルにハンダ付けして、AH-4の

J8に接続してください。(図2、3参照)

4コントロールケーブルをAH-4のJ2に接続(図3参照)し、上蓋

を取り付けてください。

5 AH-4をアンテナ・マストまたは車のトランクルームなど希

望の場所に設置してください。(図4参照)

6 AH-4のアンテナ端子にワイヤーアンテナ、またはAH-2bを

接続してください。(図5参照)

7コントロールケーブル、同軸ケーブルをトランシーバーに

接続してください。

図1.上蓋の外しかたとケーブルの接続

1上蓋の取り付けネジ(8本)をはずし、上蓋をはずします。

2コードストッパーのネジをゆるめて、ケーブルの径(太さ)

に合わせたコードストッパー用アダプターを選択します。

3同軸ケーブルを上蓋のコードストッパーに通して入れま

す。

4コントロールケーブルを下蓋のコードストッパーに通して

入れます。

5コードストッパーのネジをしめて、コントロールケーブル、

同軸ケーブルを固定します。
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※上蓋のコードストッパーを通した
後に行ってください。

図2.M型コネクターの取り付けかた

AH-4のアースが不完全な場合、回り込み、チューンを取らな

い、または取った後にSWRが悪くなる、本体が故障するなど

の症状が発生することがあります。

¡接地の方法
大地へのアース(アース棒による接地)、またはベランダの

手すり、金属製の水道管(ガス管は不可)、カウンタポイズ

などがあります。

¡カウンタポイズとは
アースの代用として、空中に張る保安線(ラジアル)のこと

です。ラジアルはワイヤーアンテナと同様に、7m以上を大

地にはうように張ってください。

¡コントロールケーブルについて
付属ケーブルでは短い、または付属ケーブルで回り込みな

どが発生する場合は、オプションケーブルのOPC-420(シ

ールド付き・10m)をご使用ください。

¡大地への接地例

※必ずGND端子
からアースを

取ってくださ

い。
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図3.ケーブルの接続例（IC-706MK™の場合）

図4.AH-4の設置
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図5.運用例

¡Uボルトの場合
¡タッピンネジの場合 ¡ナット締めの場合

AH-2b アンテナエレメント�
ユニット (オプション)

¡AH-2b＋ワイヤーアンテナ

¡モービル運用 ¡移動および固定運用

【ご注意】
無線機とAH-4はできるだけ離して設置してください。

※IC-756/IC-746シリーズでは、
ANT1に接続します。

【ご注意】AH-4のアースは、必ずGND端子から取ってく
ださい。アースを取らない場合、回り込みや誤
動作の原因となります。

《運用中のご注意》
¡エレメント部は非常に高電圧(数

kV)になります。モービル運用で、
停車中に運用するときは、他の人
が容易にアンテナにふれない場所
で運用してください。



操　　作　　方　　法
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周 波 数 範 囲

最 大 定 格 入 力 電 力

入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス

チ ュ ー ン 時 パ ワ ー

チ ュ ー ニ ン グ 時 間

定 格 電 圧

定 格 電 流

接 地 極 性

使 用 温 度 範 囲

整 合 時 V S W R

メ モ リ ー チ ャ ン ネ ル 数

外 形 寸 法

重 量

3.5～54MHz(7m以上のワイヤーアンテナ使用時)

7～54MHz(AH-2bアンテナエレメント使用時)

120W

50Ω

10W(5～15W)

平均2～3秒(最大15秒)

DC13.8V ±15％

1A以下

マイナス接地

－10～＋60℃

1：2.0以下(但し、AH-2b以外のアンテナエレメント使用時で、アンテナエレメント長

が1/2波長およびびその整数倍付近の周波数を除く)

45ch

230(奥行)×172(幅)×69.5(高さ)mm (突起物含まず)

1.2kg

1トランシーバーを希望の周波数にします。

※IC-756、IC-746、IC-736、IC-732シリーズでは、“EXT”表示

が点灯していることを確認してください。

2トランシーバーの[TUNER]スイッチを押します。

¡トランシーバーはモードを“CW”、送信出力を“10Ｗ”に

自動的にセットします。

¡チューニング中は、[TUNER]スイッチ内蔵のLEDが点滅

します。(IC-706MK2、IC-756、IC-706)

IC-746、IC-736、IC-729などでは、ディスプレイの

“TUNE”表示が点滅します。

¡チューニング中は、周波数やモードの変更をしないでくだ

さい。

3チューニング動作終了後、マッチング状態であればトランシ

ーバーのモードが元に戻り、[TUNER]スイッチ内蔵のLED

が点灯します。(IC-706MK2、IC-756、IC-706)

IC-746、IC-736、IC-729などでは、ディスプレイの“TUNE”

表示が点灯します。

¡チューニング時間は平均2～3秒、最大15秒以内で動作を完

了します。

4チューニングが取れない場合は、[TUNER]スイッチ内蔵の

LEDが消灯し、アンテナチューナーはスルー状態になりま

す。(IC-706MK2、IC-756、IC-706)

IC-736、IC-729などでは、ディスプレイの“TUNE”表示が消

灯し、“THRU”表示が点灯します。

IC-746シリーズでは、“TUNE”表示が消灯します。

¡この場合、アンテナの接続またはアンテナエレメントの長

さを確認してください。

¡AH-4は使用周波数の1/2波長および、その整数倍のアンテ

ナエレメントに対してマッチングを取ることができませ

ん。

TUNER/CALL

TUNER/CALL

チューニング動作表示LED

点滅：チューニング動作中�
点灯：チューニング動作完了�
消灯：チューニングが取れない�

：

：
：
：
：
：
：
：
：
：

：
：
：

■LEDによるチューニング表示例
（IC-706MKˆ/IC-756/IC-706)

■ディスプレイによるチューニング表示例
（IC-736/IC-729など)

USB
TUNE VFO A

THRU

THRU表示�

TUNE表示�

TUNE点滅：チューニング動作中�
TUNE点灯：チューニング動作完了�
TUNE消灯：�
THRU点灯：�

�チューニングが取れない�

■ご注意
¡トランシーバーとアンテナとのマッチングを正確に取る

ために、運用周波数を変えたときは必ずアンテナとのチ

ューニングを取ってください。

¡10W機をご使用の場合は、送信出力をハイパワー(10W)に

セットしてください。

高品質がテーマです。
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